
地下水の流れ

各電極で
蒸留水との比抵抗を測定

12方位の電極と
中心電極＆蒸留水

測定原理

新型小孔径観測孔用
流向流速計

■1本の観測孔で地下水の流向と流速を高精度で検出

電位差法による計測方法（国内唯一）を採用

小型・軽量化し、小孔径観測孔の計測も可能
内部バッテリー内蔵のため、電源のない環境でも
測定可能

検層装置の概要

検層装置の特長

検層装置の活用対象

防災分野（地すべり等）
土木工学分野（トンネル等）
バックエンド分野（地層処分）
この他、地下水汚染調査等多数活用実績アリ！！

①地下水の流れが低速でも高精度で計測可能

②開口率30％のオリジナルスクリーンの使用により
乱流低減、精度の良い正確な流速と流向の計測が

可能

③装置の小型・軽量化により、運搬負担が軽減

【適用範囲】

・流速計測範囲 ：1.0x10-5～1.0x10-2 cm/s
・最小適用観測径：VP50観測孔
・最大適用深度 ：45m
・水中重量 ：10kg未満（深度30m､水位GL-3m）

ロッド

測定プローブ

通信ケーブル

収納ケース

制御器
（タブレットは脱着可能）

測定・解析画面

検層装置

装置の軽量化により、運搬負担が軽減、1人での測定が可能に



ハンディ３Dレーザースキャナ諸元

最大照射距離：100ｍ(有効距離50m)
照射角度：360°×270°
測定速度：30万点/秒 320line/秒
相対誤差：30-50ｍｍ
レーザー基準：クラス1
動作温度：0℃-40℃
保護等級：IP54(防滴・防塵)
スキャナ重量：1.49kg(ヘッド部)
バッテリー寿命：約3時間継続使用可

SLAM技術を搭載
ターゲット不要・計測精度ｃｍ・現地計測３０分

SLAM技術（Simultaneous Localization and Mapping）

機器に搭載された内部測定データ(IMU)と外部測定データ(3Dレーザースキャナ)から自己位置推定

(Localization)と地図作成(Mapping)を同時に行うアルゴリズム。この技術を搭載したことで

据置型３Dレーザースキャナで必要だったターゲット不要で簡易３D計測ができます。

●ターゲット不要のため、設置・撤収のための現地計測時間を短縮できる(60分→10分)

●機材はバックパック一つに収まるため、機材運搬に必要な車両・人員を削減できる(3-4人→1-2人)

●高性能ノートPCがあれば、現地で計測結果を確認することができる

ハンディ３Ｄレーザースキャナ(ZEB)使った簡易計測

利用メリット（据置型３Dレーザースキャナと比較）
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現場測定 点群データ

計測時間30分(計測範囲約1ha) 計測状況 UAV搭載・中広域計測

点群データ比較 (壁断面)

ハンディ

据置型

ハンディ
測定誤差
30-50㎜

問い合わせ：03-5246-4150


